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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、TNFRSF1A/TNFR1と相互作用し、プログラム細胞死シグナル伝達およびNF-κB活性化を媒介するデスドメイン含有アダプター分子です。このタンパク質はアダプタータンパク質TRAF2に結合し、TRAF2によるアポトーシス阻害タンパク質（IAP）のリクルートを減少させることで、TRAF2を介したアポトーシスを抑制します。また、このタンパク質は受容体TNFRSF6/FASおよびアダプタータンパク質FADD/MORT1とも相互作用し、Fas誘導性細胞死経路に関与しています。[RefSeq提供、2008年7月],ドメイン：TNFRSF1A/TNFR1と結合するには、完全なDEATHドメインが必要です。,機能：TNFRSF1A/TNFR1用アダプター分子で、活性化されたTNFRSF1A/TNFR1の細胞質ドメインと特異的に結合し、FADDとの相互作用を媒介します。 TRADDの過剰発現は、TNF誘導性の2つの主要な反応、すなわちアポトーシスとNF-κBの活性化を引き起こす。,類似性：1つのデスドメインを含む。,サブユニット：TNFRSF1A/TNFR1とのヘテロ二量体。DAB2IP、FADD、HIPK2、KRT14、KRT16、KRT17、KRT18、RIPK1、SQSTM1、TRAF1、TRAF2、TRPC4APと相互作用する。,組織特異性：検査したすべての組織で検出された。,
	研究分野
	アポトーシス阻害;ミトコンドリアアポトーシス;アポトーシスの概要;RIG-I 様受容体;アディポサイトカイン;
	画像データ
	

	TRADD抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	TRADD抗体を用いたCOS7細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	TRADDポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1:20000に希釈した。
	

	TRADDポリクローナル抗体を用いたCOS7細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1:20000に希釈した。

